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第１１表　小規模集合住宅供給方式（東京電力（株）資料より）

種類 概要 使用変圧器 施設区分 財産・責任分解点 実施に当たっての条件

電力会社 需要家 財産分界点 責任分界点

① ・建物内（外）に変圧器室（棟）を・汎用変圧器 ・変圧器室内 ・変圧器室 ・変圧器の ・変圧器室 ・変圧器室構造

現行変 需要家が提供し、変圧器を設置 ・変圧器室用 　フレーム ・変圧器室付帯 　二次側 　の内壁面 　・天井2.5ｍ以上

圧器室 して供給 　中型変圧器 ・変圧器 　設備 　接続点 　　（垂直フレームは2.．７ｍ）

垂直母線 （150,200、 ・高圧ケーブル（先方管路 　・耐火構造・防火扉

フレーム 300ｋＶＡ） ・消火器 ハンドホール 　・その他付帯設備

異容量V （供給可能な電力は 換気設備 ・変圧器室位置は、１階または

結線方式 特に制限なし） 照明設備 地下１階

アース設備など）

・二次側低圧

　　　ケーブル

② ・変圧器室内に薄型供給用変圧器・薄型屋内用 ・変圧器 ・現行変圧器と ・変圧器の ・変圧器室 ・変圧器室構造

薄型屋内 を設置して供給 　変圧器 ・高圧ケーブル　同様 　二次側 　の内壁面 　・縦3.65ｍ＊横1.36＊高さ

用変圧器 （80+20ｋＶＡ） ・消火器 　接続点 　　2.3m以上

方式 （電灯供給 　・その他は現行変圧器と同様

最大80ｋＷ） ・変圧器室位置は１階

③ ・地上用変圧器 ・地上用変圧器・変圧器設置用 ・変圧器の ・ハンドホール・設置位置は、境界付近電源側

需要家 ・構内の需要家施設柱に変圧器を　80+20ｋＶＡ ・高圧ケーブル　ハンドボール 　二次側 　内の需要家・ハンドホール、ならしコンクリー

施設柱 設置して供給 　70+30kVA ・消火器 ・先方管路 　接続点 　ケーブル管　ト、消化器収納箱および付帯

方式　 (電灯供給 ・消火器収納箱 　口 　設備の設置

最大80ｋＷ） ・アース設備 ・電力がある場合は三相４線式

・二次側低圧 　の共用幹線とし、ＣＶＱケーブ

　ケーブル 　ルおよび電灯・電力分離用端

　子ボックスを設置

④ ・構内の需要家施設柱に変圧器を・都市型変圧器 ・変圧器 ・コン柱 ・変圧器の ・同左 ・地中線供給区域外

需要家 　設置して供給 　(125+50kVA） ・高圧側架空 　(12-60以上） 　二次側 ・12-60以上のコン柱の施設

施設柱 ・汎用変圧器 　電線 ・コン柱付帯 　接続点

方式 （２台105ｋＶＡまで）・低圧開閉器 　設備

(電灯供給 　または分岐 　（支線

最大125kW） 　装置 　接地工事他）

・二次側低圧

　ケーブル

（有）山中設備企画室



第７表　負荷設備および変圧器の電圧密度（「電設工業」平成５年１１月号から）

負荷種別　 電力 一般電力 冷房電力 全負荷 受電変圧器容量

建物用途 (W/㎡) (W/㎡) (W/㎡) (W/㎡) (VA/㎡)

事 務 所 36.5 (36) 59  (45) 36.9 (40) 112.7 (110) 123.3 (120)

60～200(40～200) 60～220(40～200)

店 舗・ デ パー ト 62.0 (63) 72.2 (59) 43.3 (50) 156.4 (174) 171.7 (178)

60～280(40～280) 80～300(40～280)

ホ テ ル 37.6 (39) 53.3 (39) 26.5 (25) 109.0 (98) 106.4 (86)

40～160(40～160) 60～200(40～160)

住 宅 50.9 (28) 13.9 (12) 28.0 (24) 66.8 (44) 63.5 (45)

10～140(10～160) 20～160(10～160)

学 校 26.9 15.0 18.3 39.9 39.9

20～140 20～140

病 院 47.1 63.5 45.5 145.4 139.0

40～240 60～200

（注）　（　）内は平成１～３年のもの、下段の数字は範囲（９０％信頼区間）を示す。学校、病院は平成５年

のﾃﾞｰﾀによる。

（有）山中設備企画室



第８表　電力会社への届出書類の例（設備容量または引込点変更の場合）

申請書類名 申請者名 提出時期 部数 備考

自家用電気使用申込書 施主の代表者 着工前 1 ３ヶ月～６ヶ月前に申請する。

自家用電気工作物 切替え前

落成予定通知書 主任技術者 （１０日前） 1 500KW未満は口頭で通知する。

自主検査成績表 主任技術者 検査後すぐに 1

地中引込線および

引込口配線工事 工事責任者 ケーブル端末工事前 1 高圧ケーブル引替えの場合は提出する。

開閉器操作申込書 工事責任者 １０日前 1

（有）山中設備企画室



第９表　消防署への届出書類の例

申請書類名 添付書類、図面名 申請者名 提出期間、部数 適用対象物

消防用設備等着工 配置図、平面図、立面図、断面図 令第３６条の２に定める工事

届出書（別記様式 仕上図、設備系統図、 甲種消防設備士 工事着工１０日前、 ・自動火災報知設備

第１号の７） 配管配線図など 正１部、副１部 ・消防機関への通報する火災

　報知設備

消防用設備等設置 上記の書類の他に、

届出書（別記様式 「消防用設備等試験結果報告書」（注１） ・自動火災報知設備

第１号の２の３の２）を添付する。着工時と変更がなければ、 施主の代表者 工事完了後４日以 ・誘導灯設備

図面は省略できる。 内、正１部、副１部 ・非常用放送設備

電気設備設置（変更） 配置図、平面図、立面図、 施主の代表者 工事着工１０日前、 ・変電設備（200KW以上）

届出書（第５号様式） 結線図および接続図、仕様書 正１部、副１部

(注１)　各消防設備ごとに作成する。

（有）山中設備企画室



第１０表　家電品一覧表

大型化製品 大型機器 増加機器

冷蔵庫 空調設備 ウォシュレット

ドライア 厨房設備 流し台温風機

電子レンジ 電気オーブン ディスポーザ

トースタ 衣類乾燥機 床暖房装置

電気釜 食器乾燥機など 空気洗浄機

洗濯機など ファクシミリなど

（有）山中設備企画室



東京電力　最大電力量算出容量書
H5.4.1より東京電力の最大電力量算出方法が変わり、全営業所で統一されました。具体的内容に

ついては以下の通りです。

１，電灯需要

ａ．標準的住宅

戸数（戸） ９以下 １０～１１ １２～１３ １４～１５ １６～２１ ２２～２３ ２４以上

総合需要率（％） 60.0 46.1 42.1 40.7 40.5 40.1 40.0

重畳率* 0.4 （23時～7時）

最大電力 　[　深夜電力が無い場合 ]　契約電力の和×総合需要率

　[　深夜電力が有る場合 ]　契約電力の和×総合需要率×０．４＋深夜電力の和）

*重畳率：深夜電力を使用している時間帯の一般電力の需要率

ｂ．全電化マンション

適用区分 一般負荷＞深夜電力負荷 一般負荷＞深夜電力負荷

総合需要率（％） 60 100

重畳率* － 0.2

最大電力 （一般負荷+深夜電力）×0.6（一般負荷×0.2+深夜電力の和）

*重畳率：深夜電力を使用している時間帯の一般電力の需要率

（注）．１　ここでいう一般負荷とは、電灯契約電力の和をいい、シーズヒータ等を含む。

ｃ．商店、事務所部分

総合需要率（％） 100 *（50～100）

（注）．１　営業所によって需要率が異なるため打合せ要（高津営業所=100%）。

ｄ．共用部分

総合需要率（％） 100

（注）．１　常時使用しない防災用設備は算定しない。（誘導灯、非常照明他）

（有）山中設備企画室



4 K V A級賃貸住宅の幹線需要率および幹線サイズ P:¥V133-H¥123技術¥茶本¥電気¥共同住宅

過電流遮断器 分岐サイズ　（sq） 接地幹線 幹線を保護する電線管

戸数 需要率（%） 最大負荷 最大負荷電流 幹線サイズ （MCCB）定格 分岐線の長さ 太さ (mm) 厚鋼管 薄鋼管 ｴﾌﾚｯｸｽ

８ｍ以下 ８ｍ超越 (sq)

1 100 4.0 ＫＶＡ 20.0 Ａ 22 sq 20 AT 8 8 2.0 mm 36 51 40

2 100 8.0 ＫＶＡ 40.0 Ａ 22 sq 40 AT 8 8 2.0 36 51 40

3 100 12.0 ＫＶＡ 60.0 Ａ 22 sq 60 AT 8 8 5.5 sq 36 51 40

4 100 16.0 ＫＶＡ 80.0 Ａ 38 sq 100 AT 8 8 5.5 42 51 50

5 100 20.0 ＫＶＡ 100.0 Ａ 38 sq 100 AT 8 8 5.5 42 51 50

6 93 22.3 ＫＶＡ 111.6 Ａ 60 sq 125 AT 8 14 8 54 63 65

7 93 26.0 ＫＶＡ 130.2 Ａ 60 sq 150 AT 8 14 8 54 63 65

8 84 26.9 ＫＶＡ 134.4 Ａ 60 sq 150 AT 8 14 8 54 63 65

9 84 30.2 ＫＶＡ 151.2 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 14 70 75 65

10 76 30.4 ＫＶＡ 152.0 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 14 70 75 65

11 76 33.4 ＫＶＡ 167.2 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 14 70 75 65

12 72 34.6 ＫＶＡ 172.8 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 14 70 75 65

13 72 37.4 ＫＶＡ 187.2 Ａ 100 sq 200 AT 14 22 14 70 75 65

14 69 38.6 ＫＶＡ 193.2 Ａ 100 sq 200 AT 14 22 14 70 75 65

15 69 41.4 ＫＶＡ 207.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

16 67 42.9 ＫＶＡ 214.4 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

17 67 45.6 ＫＶＡ 227.8 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

18 66 47.5 ＫＶＡ 237.6 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

19 66 50.2 ＫＶＡ 250.8 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

20 65 52.0 ＫＶＡ 260.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

21 65 54.6 ＫＶＡ 273.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

22 65 57.2 ＫＶＡ 286.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

23 65 59.8 ＫＶＡ 299.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

24 64 61.4 ＫＶＡ 307.2 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

25 64 64.0 ＫＶＡ 320.0 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

26 63 65.5 ＫＶＡ 327.6 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

27 63 68.0 ＫＶＡ 340.2 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

28 63 70.6 ＫＶＡ 352.8 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

29 63 73.1 ＫＶＡ 365.4 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

30 63 75.6 ＫＶＡ 378.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

31 63 78.1 ＫＶＡ 390.6 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

32 60 76.8 ＫＶＡ 384.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

33 60 79.2 ＫＶＡ 396.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

34 60 81.6 ＫＶＡ 408.0 Ａ - sq - AT - - - - - -

（有）山中設備企画室



5 K VA級賃貸住宅の幹線需要率および幹線サイズ P:¥V133-H¥123技術¥茶本¥電気¥共同住宅

過電流遮断器 分岐サイズ　（sq） 接地幹線 幹線を保護する電線管

戸数 需要率（%） 最大負荷 最大負荷電流 幹線サイズ （MCCB）定格 分岐線の長さ 太さ (mm) 厚鋼管 薄鋼管 ｴﾌﾚｯｸｽ

８ｍ以下 ８ｍ超越 (sq)

1 100 5.0 ＫＶＡ 25.0 Ａ 22 sq 30 AT 8 8 2.0 mm 36 51 40

2 100 10.0 ＫＶＡ 50.0 Ａ 22 sq 50 AT 8 8 2.0 36 51 40

3 100 15.0 ＫＶＡ 75.0 Ａ 22 sq 75 AT 8 8 5.5 sq 36 51 40

4 100 20.0 ＫＶＡ 100.0 Ａ 38 sq 100 AT 8 8 5.5 42 51 50

5 100 25.0 ＫＶＡ 125.0 Ａ 60 sq 125 AT 8 14 8.0 54 63 65

6 93 27.9 ＫＶＡ 139.5 Ａ 60 sq 150 AT 8 14 8 54 63 65

7 93 32.6 ＫＶＡ 162.8 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 8 70 75 65

8 84 33.6 ＫＶＡ 168.0 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 8 70 75 65

9 84 37.8 ＫＶＡ 189.0 Ａ 100 sq 200 AT 14 22 14 70 75 65

10 76 38.0 ＫＶＡ 190.0 Ａ 100 sq 200 AT 14 22 14 70 75 65

11 76 41.8 ＫＶＡ 209.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

12 72 43.2 ＫＶＡ 216.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

13 72 46.8 ＫＶＡ 234.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

14 69 48.3 ＫＶＡ 241.5 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

15 69 51.8 ＫＶＡ 258.8 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

16 67 53.6 ＫＶＡ 268.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

17 67 57.0 ＫＶＡ 284.8 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

18 66 59.4 ＫＶＡ 297.0 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 - 100

19 66 62.7 ＫＶＡ 313.5 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

20 65 65.0 ＫＶＡ 325.0 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

21 65 68.3 ＫＶＡ 341.3 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 - 100

22 65 71.5 ＫＶＡ 357.5 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

23 65 74.8 ＫＶＡ 373.8 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

24 64 76.8 ＫＶＡ 384.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

25 64 80.0 ＫＶＡ 400.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 - 100

26 63 81.9 ＫＶＡ 409.5 Ａ - sq - AT - - - - - -

（有）山中設備企画室



6 K VA級分譲住宅の幹線需要率および幹線サイズ P:¥V133-H¥123技術¥茶本¥電気¥共同住宅

過電流遮断器 分岐サイズ　（sq） 接地幹線 幹線を保護する電線管

戸数 需要率（%） 最大負荷 最大負荷電流 幹線サイズ （MCCB）定格 分岐線の長さ 太さ (mm) 厚鋼管 薄鋼管 ｴﾌﾚｯｸｽ

８ｍ以下 ８ｍ超越 (sq)

1 100 6.0 ＫＶＡ 30.0 Ａ 22 sq 30 AT 8 8 2.0 mm 36 51 40

2 100 12.0 ＫＶＡ 60.0 Ａ 22 sq 60 AT 8 8 5.5 sq 36 51 40

3 100 18.0 ＫＶＡ 90.0 Ａ 38 sq 100 AT 8 8 5.5 42 51 50

4 100 24.0 ＫＶＡ 120.0 Ａ 60 sq 125 AT 8 14 8.0 54 63 65

5 100 30.0 ＫＶＡ 150.0 Ａ 60 sq 150 AT 8 14 8.0 54 63 65

6 94 33.8 ＫＶＡ 169.2 Ａ 100 sq 175 AT 14 22 14 70 75 65

7 94 39.5 ＫＶＡ 197.4 Ａ 100 sq 200 AT 14 22 14 70 75 65

8 85 40.8 ＫＶＡ 204.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

9 85 45.9 ＫＶＡ 229.5 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

10 77 46.2 ＫＶＡ 231.0 Ａ 150 sq 250 AT 14 38 22 82 75 80

11 77 50.8 ＫＶＡ 254.1 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 100

12 74 53.3 ＫＶＡ 266.4 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 100

13 74 57.7 ＫＶＡ 288.6 Ａ 200 sq 300 AT 22 60 22 92 100

14 72 60.5 ＫＶＡ 302.4 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 100

15 72 64.8 ＫＶＡ 324.0 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 100

16 70 67.2 ＫＶＡ 336.0 Ａ 250 sq 350 AT 38 60 22 92 100

17 70 71.4 ＫＶＡ 357.0 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 100

18 69 74.5 ＫＶＡ 372.6 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 100

19 69 78.7 ＫＶＡ 393.3 Ａ 325 sq 400 AT 38 100 22 104 100

20 68 81.6 ＫＶＡ 408.0 Ａ - sq - AT - - -

（有）山中設備企画室



Ｂ－２　〔２００Ｖ三相誘導電動機一台の場合の動力回路〕

定格 定格 全負荷 配線 最大 配線用遮断器 始動機 接地線 配線保護管

出力 出力 電流 サイズ こう長 定格容量(AT) 始動 太さ ＣＶ－Ｔ ＣＶ－３Ｃ

(KW) (KW) (A) (sq) (m) じか入 ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ (mm) ｴﾌﾚｯ ｴﾌﾚｯ

始動 (sq) 厚鋼 薄鋼 ｸｽ 厚鋼 薄鋼 ｸｽ

0.2 0.2 1.8 3.5 144 15 － 2.0 mm － － － 22 25 30

0.4 0.4 3.2 3.5 81 15 － 2.0 － － － 22 25 30

0.75 0.75 4.8 3.5 54 15 － 2.0 － － － 22 25 30

1.5 1.5 8.0 3.5 32 30 － 2.0 － － － 22 25 30

2.2 2.2 11.1 3.5 23 30 － 2.0 － － － 22 25 30

3.7 3.7 17.4 3.5 23 50 － 2.0 － － － 22 25 30

5.5 5.5 26.0 5.5 27 75 40 5.5 sq － － － 22 25 30

7.5 7.5 34.0 8 31 100 50 5.5 － － － 28 31 30

11 11 48.0 14 37 125 75 8 36 39 40 28 31 30

15 15 65.0 22 43 125 100 8 36 51 40 36 39 40

18.5 18.5 79.0 38 61 125 125 8 42 51 50 42 51 40

22 22 93.0 38 51 150 125 8 42 51 50 42 51 40

30 30 124.0 60 62 200 175 14 54 63 65 54 51 50

37 37 152.0 100 86 250 225 22 70 75 65 70 75 65

・上記の表は内線規定３－８表（その２）〔電線及び開閉器、過電流遮断器の

　定格（三相３線式の場合）〕より抜粋したものである。

・最大こう長は、末端までの電圧降下２％とした。

・『配線保護管』は、Ａ－３〔電線管サイズ早見表〕の〔６００Ｖ　ＣＶ－Ｔ〕

　と、〔６００Ｖ　ＣＶ－３Ｃ〕から抜粋した。

（有）山中設備企画室



Ｂ－４　〔２００Ｖ三相誘導電動機複数台の場合の動力回路〕

じか入始動の電動機

電動機 最大 幹線 最大 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45 55

ＫＷ数 使用 以下

の総和 電流 サイズ こう長 スターデルタ始動器使用の電動機中最大のもの

－ － － － 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45 55

(KW) (A) 過電流遮断器（配線用遮断器）容量(AT)　　　じか入始動……上欄の数字

以下 以下 (sq) (m) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　スターデルタ始動……下欄の数字　　

20 20 30 － － － － － － － － － － －

3.0 15 3.5 29 － － －

30 30 40 50 － － － － － － － － － －

4.5 20 3.5 22 － － － －

40 40 40 50 75 － － － － － － － － －

6.3 30 5.5 23 － － － － 40

50 50 50 60 75 100 － － － － － － － －

8.2 40 8 26 － － － － 50 50

75 75 75 75 75 100 125 － － － － － － －

12.0 50 14 35 － － － － 75 75 75

100 100 100 100 100 100 125 125 － － － － － －

15.7 75 22 39 － － － － 100 100 100 100

125 125 125 125 125 125 125 125 125 － － － － －

19.5 90 38 41 125 125 125 125 125

125 125 125 125 125 125 125 125 125 150 － － － －

23.2 100 38 47 － － － － 125 125 125 125 125 125

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 － － － －

30.0 125 60 50 － － － － 175 175 175 175 175 175

200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 － － －

37.5 150 60 50 200 200 200 200 200 200 200

225 225 225 225 225 225 225 225 225 225 225 250 － －

45.0 175 100 59 － － － － 225 225 225 225 225 225 225 225

250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 300 －

52.5 200 100 64 － － － － 250 250 250 250 250 250 250 250 300

350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 400

63.7 250 150 78 － － － － 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350

400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400

75.0 300 200 82 － － － － 400 400 400 400 400 400 400 400 400 400

500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

86.2 350 250 92 － － － － 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

・上記の表は内線規定３－５表〔２００Ｖ三相誘導電動機の幹線の太さ及び器具の容量

　（配線用遮断器の場合）〕より抜粋したものである。

・最大こう長は、末端までの電圧降下を２％とした。

・「電動機中最大のもの」には、同時に始動する場合を含む。

・配線用遮断器の容量は、当該条項に規定された範囲において、実用上ほぼ最小の値を示す。

・配線用遮断器の選定は、最大容量の定格電流の３倍に他の電動機の定格電流の合計を

　加えた値以下を示す。

・配線用遮断器を配、分電盤、制御盤などの内部に施設した場合には当該盤内の温度上昇に

　注意すること。

・エレベーター、インバーター機器の場合は当社資料（Ｂ－７表、Ｂ－８表）を参照すること。

・ウォーターチリングユニットの場合はメーカー資料を参照のこと。
（有）山中設備企画室



Ｂ－3　〔２００Ｖ三相誘導電動機一台の場合の動力回路〕

配線用遮断器 接地線

定格 全負荷 配線 最大 定格容量(AT) 太さ 配線保護管

出力 電流 サイズ こう長 始動機 ＣＶ－Ｔ ＣＶ－３Ｃ

(KW) (A) (sq) (m) じか入 始動 (mm) ｴﾌﾚｯ ｴﾌﾚｯ

始動 ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ (sq) 厚鋼 薄鋼 ｸｽ 厚鋼 薄鋼 ｸｽ

0.2 1.8 3.5 144 15 － 2.0 mm － － － 22 25 30

0.4 3.2 3.5 81 15 － 2.0 － － － 22 25 30

0.75 4.8 3.5 54 15 － 2.0 － － － 22 25 30

1.5 8.0 3.5 32 30 － 2.0 － － － 22 25 30

2.2 11.1 3.5 23 30 － 2.0 － － － 22 25 30

3.7 17.4 3.5 23 50 － 2.0 － － － 22 25 30

5.5 26.0 5.5 27 75 40 5.5 sq － － － 22 25 30

7.5 34.0 8 31 100 50 5.5 － － － 28 31 30

11 48.0 14 37 125 75 8 36 39 40 28 31 30

15 65.0 22 43 125 100 8 36 51 40 36 39 40

18.5 79.0 38 61 125 125 8 42 51 50 42 51 40

22 93.0 38 51 150 125 8 42 51 50 42 51 40

30 124.0 60 62 200 175 14 54 63 65 54 51 50

37 152.0 100 86 250 225 22 70 75 65 70 75 65

・上記の表は内線規定３－８表（その２）〔電線及び開閉器、過電流遮断器の

　定格（三相３線式の場合）〕より抜粋したものである。

・最大こう長は、末端までの電圧降下２％とした。

・『配線保護管』は、Ａ－３〔電線管サイズ早見表〕の〔６００Ｖ　ＣＶ－Ｔ〕

　と、〔６００Ｖ　ＣＶ－３Ｃ〕から抜粋した。
（有）山中設備企画室



Ｂ－５　〔２００Ｖ三相加熱装置の動力回路〕

配線用 接地線

定格 全負荷 配線 最大 遮断器 太さ 配線保護管

出力 電流 サイズ こう長 定格 ＣＶ－Ｔ ＣＶ－３Ｃ

(KW) (A) (sq) (m) 容量 (mm) ｴﾌﾚｯ ｴﾌﾚｯ

(AT) (sq) 厚鋼 薄鋼 ｸｽ 厚鋼 薄鋼 ｸｽ

15 5 3.5 29 20 2.0 mm － － － 22 25 30

20 7 3.5 22 20 2.0 － － － 22 25 30

29 10 5.5 24 30 2.0 － － － 22 25 30

40 14 8 25 40 2.0 － － － 28 31 30

49 17 14 36 50 2.0 36 39 40 28 31 30

58 20 14 30 60 5.5 sq 36 39 40 28 31 30

72 25 22 38 75 5.5 36 51 40 36 39 40

87 30 38 55 100 5.5 42 51 50 42 51 40

101 35 60 75 125 8 54 63 65 54 51 50

115 40 60 66 125 8 54 63 65 54 51 50

144 50 60 53 150 8 54 63 65 54 51 50

173 60 100 73 175 14 70 75 65 70 75 65

202 70 150 94 225 22 82 75 80 70 75 80

246 85 150 77 250 22 82 75 80 70 75 80

303 105 250 105 350 22 92 － 100 92 － 100

346 120 250 91 350 22 92 － 100 92 － 100

・上記の表は内線規定３－８表（その２）〔電線及び開閉器、過電流遮断器の

　定格（三相３線式の場合）〕より抜粋したものである。

・最大こう長は、末端までの電圧降下２％とした。

・『配線保護管』は、Ａ－３〔電線管サイズ早見表〕の〔６００Ｖ　ＣＶ－Ｔ〕

　と、〔６００Ｖ　ＣＶ－３Ｃ〕から抜粋した。

（有）山中設備企画室



物件名：秋田森林センター 単相２線式１００Ｖ

幹線NO 系統名 容量 電流 需要率 幹線 電線太さ許 分岐 電線長さ 分岐幹線の 主開閉器 主開閉器か パンク 電圧降下

(KVA) (A) ％ サイズ 容電流(A) 開閉器 (m) 接続 ＮＯ らの変圧器 ＮＯ (V)

a ｺﾝｾﾝﾄ 0.9 9 100 3.142 20 2.039

b ｺﾝｾﾝﾄ 0.75 7.5 100 3.142 16 1.360

c ｺﾝｾﾝﾄ 0.6 6 100 3.142 21 1.428

d ｺﾝｾﾝﾄ 0.45 4.5 100 3.142 1 0.051

e ｺﾝｾﾝﾄ 0.3 3 100 3.142 7 0.238

f ｺﾝｾﾝﾄ 0.15 1.5 100 3.142 5 0.085

合計 5.200636537

計算式

ｅ＝ 35.6×Ｌ×Ｉ

1000×Ａ

（有）山中設備企画室



表２－２２　負荷容量の算定
各線間の電圧降下（Ｖ）

負　　荷　　名　　称 負荷容量[VA] 備　　　考

低力率 Ｗ0×2

２０形以下 Ｗ0×1.5

４０形（ＮＷ）×１ 60

４０形（ＮＷ）×１

（改良形安定器使用） 50

４０形（ＬＷ）×１

（改良形安定器使用） 45

４０形（ＬＷ）×１

（電子式安定器使用） 42

４０形（ＮＷ）×２ 100

４０形（ＮＷ）×２

（改良形安定器使用） 90

４０形（ＬＷ）×２

（改良形安定器使用） 80

直管形 ４０形（ＬＷ）×２

ランプ 高力率 （電子式安定器使用） 78 Ｗ0はランプの大きさ（形）

１１０形×１ 140 とする。

１１０形（ＮＷ）×１ ＮＷ：JIS C 7601の大きさの

（改良形安定器使用） 125 　　　区分と定格ランプ電力

１１０形（ＬＷ）×１ 　　　が同じもの

（改良形安定器使用） 118 ＬＷ：同、異なるもの

１１０形（ＬＷ）×１

蛍光灯 （電子式安定器使用） 102

１１０形×２ 260

１１０形（ＮＷ）×２

（改良形安定器使用） 240

１１０形（ＬＷ）×２

（改良形安定器使用） 225

１１０形（ＬＷ）×２

（電子式安定器使用） 200

低力率 ３２形及び３０形 70

環形ランプ ４０形 100

高力率 Ｗ0×1.5

Ｈｆ形ランプ ３２／４５Ｗ×１ 54 Ｈｆ蛍光ランプは４５Ｗ時

３２／４５Ｗ×２ 106 の値とする。

１３Ｗ×１ 30

低力率 １８Ｗ×１ 38

２７Ｗ×１ 62

３６Ｗ×１

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形 （電子式安定器使用） 42

ランプ ５５Ｗ×１

高力率 （電子式安定器使用） 60

３６Ｗ×２

（電子式安定器使用） 78

５５Ｗ×２

（電子式安定器使用） 115

低力率 １００Ｖ Ｗ0×2.5 Ｗ0はランプの電力[Ｗ]と

ＨＩＤ灯 ２００Ｖ Ｗ0×2.0 する。

高力率 Ｗ0×1.5

白熱灯 Ｗ0はランプの電力[Ｗ]と

Ｗ0×1.0 する。

１５Ａ（１口用、２口用共） 100

２０Ａ 1000

パーソナルコンピューター用 フロッピーディスク駆動装置

300 を有する場合は５００とする

ワードプロセッサー用 200

ファクシミリ用 300

ＯＡ機器用 200

コンセント 換気扇用 100

ＦＣＵ－２ 55/60

ＦＣＵ－３ 60/65 ＦＣＵは機械設備工事共通

ファンコイル用 ＦＣＵ－４ 65/70 仕様書第３編による。

ＦＣＵ－６ 90/100 負荷容量は５０Ｈｚ用／

ＦＣＵ－８ 130/140 Ｈｚ用を示す。

ＦＣＵ－１２ 180/200

冷水器用 自動洗浄機能付、タンク容量５ｌ 420/400

内線５回線以下 50

ボタン電話 内線５回線を超え２０回線まで 200

主装置 内線２０回線を超え３０回線まで 400

内線３０回線を超え６０回線まで 600

内線７０回線以下 1000

構内交換機 内線７０回線を超え１００回線まで 1300

用電源装置 内線１００回線を超え２００回線まで 2000

上記以外 Ｗ0×3 Ｗ0は整流装置定格出力

[Ｗ]とする。

拡声用増幅器 Ｗ0×3 Ｗ0は定格出力[Ｗ]とする。

火災報知用 ４０回線以下 150

受信機 ４０回線を超え２００回線まで 300

連動制御器 ４０回線以下 200

４０回線を超え２００回線まで 300

電気時計用親時計 150

テレビ共同受信用増幅器 60

（有）山中設備企画室



自家発電設備計算書

１．特性等 ２．自家発電設備

（１）対象負荷機器 （１）種類　 長時間形

２／８による。

（２）発電機出力

（２）発電機特性 定格出力 250 ｋＶＡ

ｘｄ'ｇ＝ 0.25 負荷投入時における電圧投下を評価したインピーダンス 定格電圧 6600 Ｖ

（ｘｄ'ｇ＝0.25基、0.43共） 定格力率 0.8

ΔＥ＝ 0.2 発電機端許容電圧降下 極数 4 極

（△Ｅ＝0.2基） 定格回転数 1500 ｒｐｍ

ＫＧ3＝ 1.5 発電機の短時間過電流耐力

（ＫＧ3＝1.5共） （３）原動機出力

ＫＧ4＝ 0.15 発電機の許容逆相電流における係数 原動機の種別 ディーゼルエンジン

（ＫＧ4＝0.15共） 無負荷時投入許容量 0.8

ηg／Ｃp＝ 0.9/1.06 発電機効率／原動機出力補正係数 過給方式 ・無過給機関

（基P184表10-10）（共P183表10-9） ・過給機関

・過給機関（給気冷却器付）

（３）原動機特性 定格出力 320 ＰＳ

α＝ 0.2 原動機の仮想全負荷時投入許容値 使用燃料 軽油

（原則としてα＝0.25ε基） 定格回転数 1500 ｒｐｍ

ε＝ 0.8 原動機の無負荷時投入許容量 整合率 1

（基P180､181表10-7､表10-8）

γ＝ 1.1 電動機の短時間最大出力 共：電気設備工事共通仕様書

（γ＝1.1共） 基：建築設備設計基準

（４） 発電機特性

Ｄ＝ 1 負荷の需要率

（防災負荷はＤ＝1.0）

ｄ＝ 1 ベース負荷の需要率

（防災負荷はｄ＝1.0）

（有）山中設備企画室



３．負荷表（４台の機器の同時投入がある場合）

換算を必要とする 出力 出力 始動方式 Ｍ2の選定 Ｍ3の選定 Ｍ2'の選定 Ｍ3'の選択 高調波 不平衡負荷

負荷名称 負荷記号 台数 入力又は出力 換算 ｍi 又は ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ 発生 ［ｋＷ］

［ｋＶＡ､ｋＷ］ 係数 ［ｋＷ］ 制御方式  　�� ��×ｍi  　�� ��－1.47 （��－1.47）×ｍi ��COSθs ��COSθs×ｍi ��COSθs ��COSθs－１ （��COSθs－１）×ｍi 負荷

Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm Ｒi［ｋＷ］ Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

消火栓ポンプ 1

消火栓ポンプ 1 51.5 2.4 123.6 2.95 1.48 76.2 1.2 61.8 1.72 0.72 37.1 20 0 0

非常用照明 1 �計算書（4/8により集計しておく）

ＥＧ補機 1

スプリンクラーポンプ 1 55 ＳＣ 1.8 99 3 1.53 84.2 1.75 96.3 1.75 0.75 41.3

非常用エレベーター 1 18.5 1.224 22.6 ＥＬＶ 0 0 2.94 1.47 33.2 0 0 2.4 1.4 31.6 18.5

ＥＧ室給気機 1 2.2 Ｌ

ＥＧ室排気機 1 1.5 Ｌ

合計及び選定 負荷出力合計値Ｋ ｋｓ 　ｋｓ ｋｓ 　ｋｓ

Ｋ＝Σｍi＝ 132.8 ��・ｍiの値が （��－1.47）・ｍiの値が ��COSθs・ｍiの値が （��COSθs－１）・ｍiの値が ΣＲi＝Ｒ 20 0 0

Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 最大値：Ａ 20

最大となるｍi＝Ｍ2 最大となるｍi＝Ｍ3 最大となるｍi＝Ｍ2' 最大となるｍi＝Ｍ3' 次の値：Ｂ 0

Ｍ2＝ 51.5 Ｍ3＝ 55 Ｍ2'＝ 55 Ｍ2'＝ 55 18.5 最小値：Ｃ 0

（備考） １．出力換算係数は設計基準172～173ページによる。

２．ｋs、Ｚ'ｍ、COSθsの値は、設計基準175ページ表10-3による。

３．エレベーター及び電動機で同時始動する負荷がある場合は、3/8、4/8により集計し、一つの負荷とみなす。

　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　 　ｄ

４．Ｍの選定では、������＝1.47、��＝１としている。

　　　　　　　　　　　　　ηb・COSθb　　 　　ηb

（有）山中設備企画室



４．負荷表（エレベーター同時使用計算用）

負荷名称 負荷記号 台数 換算を必要 出力 ① 制御方式 計算値 高調波

とする出力 換算 出力 始動瞬時 始動中 発生負荷

［ｋＷ］ 係数 ｍi ＲＧ2　　ＲＥ2用 ＲＧ3用 ＲＥ3用 Ｒi［ｋＷ］

［ｋＷ］ ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS

 　�� ��・ｍi ���� ����・ｍi  　�� ��・ｍi ���� ����・ｍi  　�� ��・ｍi  　�� ��・ｍi ���� ����・ｍi

Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm

集計 Ｍp＝Σ①＝ Σ②＝ Σ③＝ Σ④＝ Σ⑤＝ Σ⑥＝ Σ⑦＝ Σ⑧＝ ΣＲi＝Ｒ

選定 Ｍｐ＝  １　　１  １　　１  １　　１  １　　１

ＲＧ2： Ｚ'mp＝ ��＝��・Σ② ��＝��・Σ④ ��＝��・Σ⑥ ��＝��・Σ⑦

Σ②とΣ④を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp

ＲＧ3： Ｚ'mp＝ 　　１ 　　１ 　　１ 　　１

始動中のＲＧ3用のＺ'mpとする。 ＝���× ＝���× ＝���× ＝���×

ＲＥ2： Ｚ'mp＝ COSθSP＝

Σ③とΣ⑤を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。　　１ 　　１ 　　１ 　　１

ＲＥ3： Ｚ'mp＝ COSθSP＝ ＝��� ＝��� ＝��� ＝���

始動中のＲＥ3用のＺ'mpとCOSθspとする。

　　 　　Σ③ 　　 　　Σ⑤ 　　 　　Σ⑧

COSθsp＝�� COSθsp＝�� COSθsp＝��

　　　 　Σ② 　　　 　Σ④ 　　　 　Σ⑦

＝���＝ ＝���＝ ＝���＝

（備考）１．Ｍp、Ｚ'mp、COSθspは、次による。

　Ｍp：分負荷時の相当出力 Ｚ'mp：分負荷投入時の負荷の相当始動インピーダンス COSθsp：分負荷投入時の相当始動力率

２．諸元値は、5/8による。

３．エレベーターの出力換算係数は、設計基準172ページ2)ロ）による。

（有）山中設備企画室



５．負荷表（同時始動計算用）（エレベーターは除く）（４台の機器の同時投入がある場合）

負荷名称 負荷記号 台数 換算を必要 出力 ① 制御方式 計算値 高調波 単相負平衡負荷

とする出力 換算 出力 始動瞬時 始動中 発生負荷 ［ｋＷ］

［ｋＶＡ、ｋＷ］ 係数 ｍi ② ③ ＲＧ2　　ＲＥ2用 ＲＧ3用　　　ＲＥ3用 Ｒi［ｋＷ］ Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

［ｋＷ］ ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ④ ⑤ ⑥ ⑦

 　�� ��・ｍi ���� ����・ｍi ｋｓ ｋｓ ks COSθS ks COSθS ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm  　�� ��・ｍi ���� ����・ｍi  　�� ��・ｍi  　�� ��・ｍi

Ｚ'm Ｚ'm 　Ｚ'm 　Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

消火栓ポンプ 1 11 λ－△ 2.38 26.2 1.19 13.1 4.76 52.4 2.38 26.2 4.76 52.4 2.38 26.2

消火栓ポンプ 1 15 λ－△ 2.38 35.7 1.19 17.9 4.76 71.4 2.38 35.7 4.76 71.4 2.38 35.7

非常用照明 1 20 1 20 1 20 1 20 1 20 20 0 0

ＥＧ補機 1 5.5 λ－△ 2.38 13.1 1.43 7.9 1.5 8.3 1.2 6.6

ΣＲi＝Ｒ

集計 Ｍp＝Σ①＝ 51.5 Σ②＝ 95 Σ③＝ 58.9 Σ④＝ 123.8 Σ⑤＝ 61.9 Σ⑥＝ 152.1 Σ⑦＝ 88.5 0 20 0 0

選定 Ｍｐ＝ 51.5  １　　１  １　　１  １　　１

ＲＧ2： Ｚ'mp＝ 0.416 ��＝��・Σ② ��＝��・Σ④ ��＝��・Σ⑥

Σ②とΣ④を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp Ｚ'm 　Ｍp

ＲＧ3： Ｚ'mp＝ 0.339 　　１ 　　１ 　　１

Σ②とΣ⑥を比較し、大きい値の方のＺ'mpとする。 ＝���× ＝���× 123.8 ＝���× 152.1

ＲＥ2： Ｚ'mp＝ 0.416COSθSP＝ 0.5 51.5 51.5

Σ③とΣ⑤を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。 　　１ 　　１ 　　１

ＲＥ3： Ｚ'mp＝ 0.339COSθSP＝ 0.582 ＝��� ＝��� ＝���

Σ③とΣ⑦を比較し、大きい値の方のＺ'mpとCOSθspとする。 0.416 0.339

　　 　　Σ③ 　　 　　Σ⑤ 　　 　　Σ⑦

COSθsp＝�� COSθsp＝�� COSθsp＝��

　　　 　Σ② 　　　 　Σ④ 　　　 　Σ⑥

61.9 88.5

＝���＝ ＝���＝ 0.5 ＝���＝ 0.582

123.8 152.1

（備考） １．Ｍp、Ｚ'mp、COSθspは、次による。

　Ｍp：分負荷時の相当出力 Ｚ'mp：分負荷投入時の負荷の相当始動インピーダンス COSθsp：分負荷投入時の相当始動力率

２．諸元値は、5/8による。

３．出力換算係数は、設計基準172～173ページによる。

（有）山中設備企画室



６．負荷機器（エレベーターを除く）同時始動の場合の諸元値

負荷 始動方式 始動瞬時 始動中

ＲＧ3、ＲＥ3 ＲＧ４、ＲＥ4

ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ

Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

誘 ①　5.00 1 0.668 1.5 1.2

直入始動 1 7.14 ②  4.29

③  3.57

動 ④  2.86

①  1.67 定格出力が最大のもの及び

2.38 ②  1.43 その次に大きいものを除くもの

電 ③  1.19 1 0.668 1.5 1.2

④  0.95

λ－Δ始動 1/3 定格出力が最大のもの及び 定格出力が最大のもの及び

動 その次に大きいもの その次に大きいもの

②　2.86 ②　2.86

2/3 0.14 4.76 ③　2.38 2/3 0.14 4.76 ③　2.38

機 0.14 ④　1.90 ④　1.90

①　3.50 ①　3.50

リアクトル 0.7 5 ②　3.00 0.7 5 ②　3.00

始動 ③　2.50 ③　2.50

④　2.00 ④　2.00

①　2.45 ①　2.45

コンドルファ 0.49 3.5 ②　2.10 0.49 0.14 3.5 ②　2.10

始動 ③　1.75 ③　1.75

④　1.75 ④　1.75

①　2.45

特殊コンドル 0.25 1.8 0.9 0.42 3 ②　2.10

ファ始動 ③　1.75

④　1.75

ＶＶＶＦ方式電動機 0 0 0 1 0.68 1.47 1.25

巻線形電動機 1 0.45 2.22 1.56 1 0.45 2.22 1.56

電灯・差込負荷 1 1 1 1 1 1 1 1

ＣＶＣＦ 1 0.9 1.11 1 1 0.9 1.11 1

整流器 1 0.68 1.47 1.25 1 0.68 1.47 1.25

（備考）①は５．５ｋＷ未満、②は５．５ｋＷ以上１１ｋＷ未満、③は１１ｋＷ以上３０ｋＷ未満、④は３０ｋＷ以上

（有）山中設備企画室



７．エレベーター同時始動の場合の諸元値

負荷 始動方式 始動瞬時 始動中

ＲＧ2、ＲＥ2 ＲＧ2 ＲＥ3

ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ ｋｓ

ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ ｋｓ Ｚ'm �� ｋｓ Ｚ'm �� ��COSθ

Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm Ｚ'm

直流ｻｲﾘｽﾀﾚｵﾅｰﾄﾞ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.34 2.94 1 0.34 2.94 2.35

直流Ｍ－Ｇ 1 0.54 1.85 0.93 1 0.27 3.7 1.85 1 0.27 3.7 1 0.4 2.5 2.13

交流帰還 1 0.204 4.9 3.92 0 0 0 0 1 0.204 4.9 1 0.204 4.9 3.92

交流ＶＶＶＦ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.34 2.94 1 0.34 2.94 2.35

（有）山中設備企画室



８．発電機出力の算出

＝1.47Ｄ・Ｓｆ＝1.47× 1 × 1.09 ＝ 1.602 ＲＧ1

ＲＧ1 △Ｐ＝Ａ＋Ｂ－２Ｃ＝ 20 ＋ 0 －2× 0 ＝ 20 1.602

Ｓｆ＝1＋0.60△Ｐ／Ｋ＝1＋0.60× 20 ／ 132.8 ＝ 1.09 △Ｐ／Ｋ＝ 0.15 ≦ 0.3

　1－△Ｅ 　ｋｓ 　Ｍ2 　　１　－ 0.2 51.5 ＲＧ2

ＲＧ2 ＝���� ・ｘｄ'g・ ����・ ����＝ ���������� × 0.25 × 2.4 ×���� ＝0.931 0.931

　　△Ｅ 　Ｚ'ｍ 　 Ｋ 0.2 132.8

エレベーター

の有無 　　ｆｖ1　　　　 　　ｋｓ　　　　　 Ｍ3

＝���� ｛1.47ｄ＋（��－1.47ｄ）��｝ ＲＧ3

ＲＧ3 有・無 　　ＫＧ3     　　　  Ｚ'ｍ　　　　　Ｋ 1.402

1 55

＝����×｛1.47× 1 ＋（ 3－1.47× 1 ）����｝＝1.402

1.5 132.8

　　１　　　　　　　Ｒ　　　 　　△Ｐ

＝��� √（0.432��）＋（1.23��）（1－3ｕ＋3ｕ2）

　ＫＧ4　　　　 　　Ｋ　　　　　　Ｋ

　　１ 18.5 20 ＲＧ4

ＲＧ4 ＝���√ （0.432× ����)2 ＋1.23× ���）2 （1－3× 1＋３× 1）＝ 1.298 1.298

0.15 132.8 132.8

　 　　Ａ－Ｃ 20 － 0

ｕ＝������＝ ��������������� ＝ 1 ｕ2＝ 1

　　　　△Ｐ 20

ＲＧ

ＲＧ ＲＧ1、ＲＧ2、ＲＧ3、ＲＧ4のうち最大値　　ＲＧ＝ＲＧ1　　　1.47Ｄ≦ＲＧ≦2.2 1.602

発電機定格出力G［kVA］ＲＧ×Ｋ＝ 1.602 × 132.8 ＝ 212.7 ［ｋＶＡ］ 250 ［ｋＶＡ］

（備考）１．スコット結線変圧器使用の場合は、Ｓｆ＝１とする。

２．△Ｐ／Ｋ＞のときは、負荷の平衡をとる。

３．△Ｅ、ｘｄ'g、ＫＧ3、ＫＧ4の値は、設計基準より次による。△Ｅ＝0.2、ｘｄ'g＝0.25、ＫＧ3＝1.5、ＫＧ4＝0.15

４．エレベーター有の場合は、ｆｖ1＝1.0とし、エレベーター無の場合のｆｖ1は設計基準178ページ表10-6による。

５．ＲＧが2.2を超える場合は、設計基準179ページによる。
（有）山中設備企画室



９．原動機出力の算出及び整合 ＲＥ1

ＲＥ1 ＝1.3Ｄ ＝1.3× 1 ＝ 1.3 1.3

　　　　　　　　　　1.163　　ks　　　　　　　　　Ｍ'2

ディーゼル ＝ｆｖ2｛1.026ｄ＋（���・��COSθS－1.026ｄ）��｝

機関 　　　　　　　　　　　ε　　Ｚ'm　　　　　　　　　Ｋ

　　1.163 55 ＲＥ2

ＲＥ2 ＝ 0.9 ｛1.026× 1 ＋（��× 1.75 －1.026× 1 ）×��� ｝＝ 1.625 1.625

エレベーター 　　0.7 132.8

の有無

　　　　　1.163　 ks　　　 　Ｍ'2 1.163 ＲＥ2

ガスタービン有・無 ＝ｆｖ2｛���・��COSθS－��｝　＝ ｛���× ×���� ｝＝

　　 　　　ε　　Ｚ'm　　　　 Ｋ　

　ｆｖ3　　　　　　　　　　ks　　　　　　　　　Ｍ'3

＝���｛1.368ｄ＋（1.163��COSθS－1.368ｄ）��｝

ＲＥ3 　　γ　　　　　　　　　　Ｚ'm　　　　　　　　　Ｋ

1 55 ＲＥ3

＝���� ｛1.368× 1 ＋1.163× 1.75 －1.368× 1 ）���� ｝＝ 1.495 1.495

1.1 132.8

ＲＥ

ＲＥ ＲＥ1、ＲＥ2、ＲＥ3のうち最大値　　　ＲＥ＝ＲＥ2　　1.3≦ＲＥ≦2.2 1.625

原動機定格出力Ｅ ＝1.36ＲＥ・Ｋ・Ｃp

［ＰＳ］ ＝1.36× 1.625 × 132.8 × 1.06 ＝ 311 ［ＰＳ］ 320 ［ＰＳ］以上

整合率 　　　　　Ｅ 320

ＭＲ ＭＲ＝������＝ �������������������＝ 1.006 1＜ＭＲ＜1.5

　　　 1.2Ｃp・Ｇ 1.2× 1.06 × 250

自家発電設備の出力 Ｇ＝ 250 ［ｋＶＡ］ 力率＝0.8 Ｅ＝ 320以上 ［ＰＳ］ ディーゼル機関、過給機関

(備考) １．エレベーター有の場合は、ｆｖ2＝0.9、ｆｖ3＝1.0とし、エレベーター無の場合はのｆｖ2、ｆｖ3は、設計基準178ページ表10-6による。

２．ディーゼル機関の場合のεは設計基準180ページにより、また、ガスタービンの場合のεは、0.7とする。

３．γの値は1.1とする。

４．ＲＥが2.2を超える場合は、設計基準182ページによる。

５．Ｃpは設計基準183ページ表10-9による。
（有）山中設備企画室



１０．燃料槽

　　ｂ・Ｐ・Ｈ

Ｑ＝�����［ｌ］

　　　　ｗ

ここに、 Ｑ：燃料必要量［ｌ］

ｂ：燃料消費率［ｇ／ＰＳ・ｈ］

Ｐ：原動機出力［ＰＳ］

Ｈ：運転時間＝10ｈ等

ｗ：燃料密度＝830［g/l］（軽油）

　　780［g/l］（灯油）

　　850［g/l］（Ａ重油）

　　200×320×10

Ｑ＝�������

830

　＝771 ［ｌ］

１１．冷却水（ディーゼル機関）

　　　　　ｑ×Ｐ×Ｈ

Ｗ＝�������������［ｍ3］

　　Ｃ×（ｔ2－ｔ1）×１０3

（有）山中設備企画室



共用電灯料金算出表

１．基本料金

契約 38.5 KW　× 1,020 円　＝ 39,270 円／月

２．使用料金

①　動力 3,353 KW × 10.40 円　＝ 34,866 円／月

②　電灯/コンセント 2,506 KVA × 24.95 円　＝ 62,514 円／月

③　合計 97,380 円／月

注：動力使用料金　7/1 - 9/30　　11.40円/KWH  :それ以外の時期　10.40円/KWH

基本料金＋使用料金 * * * * * * * * 円

３．使用料金の内訳

負荷名称 容量KW 一日当たり 台数 一日当たり 一月当たり

使用時間 使用量KW 使用量KW

①　動力 ELV 4.5 × 8 × 1 ＝ 36 1080

立体駐車場 5.5 × 2.5 × 4 ＝ 55 1650

給水ポンプ 3.7 × 5 × 1 ＝ 18.5 555

排水ポンプ 1.5 × 0.5 × 3 ＝ 2.25 67.5

小計 15.2 111.75 3352.5

器具名称 容量 一日当たり 台数 一日当たり 一月当たり

VA 使用時間 使用量KVA 使用量KVA

②　電灯 ホール 常時点灯 100 × 24 × 2 ＝ 4.80 144.00

夜間点灯 100 × 12 × 4 ＝ 4.80 144.00

深夜減 100 × 18 × 4 ＝ 7.20 216.00

廊下 常時点灯 38 × 24 × 6 ＝ 5.47 164.16

夜間点灯 38 × 8 × 6 ＝ 1.82 54.72

深夜減 38 × 4 × 4 ＝ 0.61 18.24

階段 深夜減 30 × 4 × 14 ＝ 1.68 50.40

駐車場 常時点灯 120 × 24 × 4 ＝ 11.52 345.60

夜間点灯 120 × 8 × 8 ＝ 7.68 230.40

深夜減 120 × 4 × 8 ＝ 3.84 115.20

外灯 60 × 10 × 8 ＝ 4.80 144.00

管理事務室 120 × 16 × 1 ＝ 1.92 57.60

集会室 0 × 8 × 4 ＝ 0.00 0.00

小計 56.14 1684.32

③　コンセントホール 150 × 2 × 1 ＝ 0.30 9.00

管理事務室 300 × 14 × 3 ＝ 12.60 378.00

集会室 0 × 8 × 1 ＝ 0.00 0.00

廊下 150 × 0.5 × 1 ＝ 0.08 2.25

ＥＬＶ（含電灯） 100 × 24 × 2 ＝ 4.80 144.00

警報ブースター 200 × 24 × 2 ＝ 9.60 288.00

小計 27.38 821.25

（有）山中設備企画室
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